
令和６年度おかやま協働のまちづくり賞応募用紙 
 

 

令和 6年 8月 30 日 

岡山市長 様 

               応募者代表 団体名 The World Kitchen 実行委員会             

                     氏 名 岡田栞那              

 

令和６年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

募集テーマ：「外国人と共につくる、暮らしやすい地域」 

取組の名称 
多文化交流フードイベント The World Kitchen～多様性の輪を岡

山に～ 

 

 

取組の概要 

 
インターネット投票を行

うサイトにそのまま掲載

します。 

今年のテーマとの関連が

わかるよう、目的及び取組

概要、アピールポイントを

300 字（句読点含む）以内

で記載してください。 

コミュニティの垣根を超えた日常的な多文化交流の促進し、多様性を認め

合う価値観を醸成することで、外国人・日本人関わらずどんなバックグラ

ウンドを持った人でも暮らしやすいまちづくりを目的とした、約 26 ヵ国か

ら集まった学生が共に学ぶ岡山大学グローバルディスカバリープログラム

の有志の学生による、世界各国の料理を提供する飲食店の出店や交流・多

文化理解ワークショップ、世界各国の歌やダンスのパフォーマンスを通じ

た多文化交流フードイベント「The World Kitchen」やその国のゲストと料

理を作り食べながら交流する「Mini The World Kitchen」、食×〇〇の多文

化交流コラボイベントの開催 

成果・効果 

 
取組を通じて得られた成

果や、解決した社会課題の

状況、また関連した地域へ

の効果や変化などを書い

てください。 

The World Kitchen は、これまで全 4回開催し、のべ約 4000 人の方にお越

し頂いた。また、Mini The World Kitchen は 2023 年 12 月に第一回目を開

催し、これまで全 2回、のべ 20 名ほどの方に参加頂いた。参加者からは、

「岡山にこんなに外国人がいるなんてびっくりした」などの声を頂き、岡

山に住む外国人の存在そのものを知る機会になったとともに、「こどもに国

際交流をさせたいが、その機会がなかったので嬉しい」「ウクライナの事を

ウクライナ出身の方から直接お話しを聞ける会に参加できた私はとてもラ

ッキーだと思う」などという声を頂き、岡山市民が多文化に触れ、理解を

深める機会を創出することができた。岡山市に暮らす在留外国人の数は

年々増加している一方で、地域住民と彼らが交流する機会は少なく、技能

実習生の失踪や義務教育年限の外国人の子どもの不就学・在日外国人と地

域社会の摩擦・軋轢などが問題視されており、日本語学校に通う学生の「同

世代の日本人の友人が出来ない」という声を聞くことも少なくなかったが、

イベントへの出演や参加を通じて外国人も主役になれる機会が生まれ、地

域住民と外国人が交流する機会が生まれたことは変化の一つとして挙げら

れる。また、岡山市内の企業や市民活動団体との共同企画イベントを通じ

て、各団体の既存の活動に多文化交流の要素を加え、多方面からの多文化

交流の機会をまちに提供することができた。 
 

●次の書類等を添付してください。 

①〔様式１〕協働による社会課題解決の取組の内容 

②〔様式２〕取組実施団体概要書 

③写真等取組イメージ画像の電子データ（１枚） 

インターネット投票を行う際のエントリー一覧に使用します。エントリー一覧は、応募順（事務局受

付順）に掲載します。     

④取組内容や成果、協働の役割などをわかりやすくまとめたシート（デジタルデータ）１枚 



シートをもとに、事務局でポスターを作成し、展示等を行います（シートの作成が技術的に困難な場

合は早めにご相談ください。シートづくりをお手伝いします。） 

⑤その他取組の説明資料：Ａ４で２ページ以内の資料を添付できます。 

※提出していただいた書類等はすべて審査の対象となり、〔様式２〕以外は原則、ホームページ等で公開し

ます。  



 

〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

取組の名称 多文化交流フードイベント The World Kitchen ～多様性の輪を岡山に～ 

 

テーマとの関連 

 

 

◎取組とテーマが合致している点を書いてください。 

外国人を巻き込んだ誰もが暮らしやすいまちづくりを行っている点。 

 

取組の目的・目

標 

◎取組の目的・目標を社会課題の具体的な状況をふまえて書いてください。 

岡山市における在留外国人は 2023 年 10 月末時点で 15,241 人。その数は日本の労働人口の減少や

外国人に対する入国制限の緩和に伴い、今後ますます増えていくことが予想される。その一方で日

本人と彼らが交流する機会は少なく、技能実習生の失踪や義務教育年限の外国人の子どもの不就

学・在日外国人と地域社会の摩擦・軋轢などが問題視されている。特に活動地域である岡山では、

日本語学校に通う学生の「同世代の日本人の友人が出来ない」という声や、外国人の離職率が高い

という現状がある。移民を受け入れるか否かの議論も上がっている昨今、どのようにして多文化共

生社会を実現していくかということは岡山として大きな課題となっている。その中で、岡山大学グ

ローバルディスカバリープログラムの学生が普段から様々なバックグラウンドを持った学生と交

流している自分たちだからこそ、まちの中で多文化交流のきっかけが作れるのではないかと考え実

行委員会を設立。“知らない”が故の日本人・外国人お互いへ偏見が生まれることは非常に残念で

ある。だからこそ、まずはお互いを知ること、そのきっかけが重要である。我々The World Kitchen

実行委員会は、コミュニティの垣根を超えた日常的な多文化交流の促進し、多様性を認め合う価値

観を醸成すること、そしてそれを岡山の文化として育て上げ、日本人・外国人関わらず誰もが住み

やすいグローバルに開かれたまちづくりを推進することを活動目的とする。 

取 組 の 内 容 

 
 

◎取組の内容について具体的に書いてください。 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数など 

対象地域は岡山市全域、特に石山公園をはじめとした旭川沿いや下石井公園などのまちの中心地を主な対象地域

とし、日本語学校や大学に通う外国人留学生、技能実習生、外国人の親子などの在留外国人約 15,000 人と、彼

ら・彼女たちを含む学生・外国人・地域住民などさまざまなバックグラウンドを持つ市民約72万人が対象。 

 

２ 活動内容、実施方法など 

食をきっかけとした多文化交流の機会づくりを軸に、主に3つの活動内容がある。1つ目は、多文化交流フード

イベント「The World Kitchen」。春と秋の年に2回の頻度で、石山公園、下石井公園、旭川河川敷広場などで開

催している。イベントでは、県内で世界各国の料理を提供する飲食店及び団体に出店してもらい、世界共通であ

る“食”をきっかけとして、来場者同士が気軽に交流する中でお互いの文化を学び合うきっかけを提供する。加

えて、各国の食文化やその背景を紹介するパネル展示やスタンプラリー・雑貨づくりなどの文化体験ワークショ

ップを設けることで、多文化を深く知り、体験する機会を創出する。さらに、各国のダンスや歌などを披露する

ステージを設け、地域住民や外国人が主体的にイベントに関わる機会を提供する。そして2つ目は、The World 

Kitchenでの出会いや交流を継続的なものにすることを目的とした小規模のクッキング交流イベント「 Mini The 

World Kitchen」。毎回一か国をピックアップし、その国のゲストをお呼びしてその国の料理を一緒に作って食べ

ながら文化交流をするというイベント。岡山市の国際交流センターの調理室を借りて、2～3カ月に一回の頻度で

毎回15～20名という小規模で開催しており、岡山大学の留学生や外国人支援NPO の方をゲストとしてお呼びし

ている。そして3つ目は、他イベントへの出展や他団体とのイベントの共同企画。これまで、岡山市の人権フェ

スティバルに出展したり、岡山大学ホームカミングデー、橋本財団主催のおかやまワールドフェスタ、池田動物

園ワールドツアーの運営や他NPO団体や市民活動団体との共同イベント企画に関わってきたりした。 

 

３ 工夫した点や取組の特徴 

工夫した点は、主に3つある。1つ目は、“食”を交流のきっかけとしていることである。自分とは違う文化や

バックグラウンドを持った人と関わることに対してハードルを感じる人も少なくないが、誰もが好きな“食”

をツールとすることで、多文化交流のハードルを下げ、どんな人にも多文化交流のきっかけを提供できるよう

なイベントを企画している。2つ目は、「いかに単発のイベントではなく、イベントが交流のきっかけになるこ

とで、そこから継続的で日常的な多文化交流に繋げることができるか」ということを念頭に置いてイベントを

設計したことである。食をきっかけとしながらも、出店している飲食店の料理を食べるだけでは来場者同士の

交流にはなかなか繋がらない。そこで、自発的な交流を期待しつつも、交流のきっかけになるようなワークシ

ョップや文化を深く知ることができる食文化パネルの設置を行っている。ワークショップに関しては、例えば

ビンゴのマスに英語で質問が書かれてあり、それを留学生や他の参加者に質問することでビンゴを開けていく

「質問ビンゴ」を企画し、来場者が留学生や他の参加者に話しかけるきっかけを創出。そこから、会話が広が

ることを狙う。また、各店舗にその国の食文化をまとめたパネルを設置し、来場者がお店に並んでいる際にパ

ネルを見て、単に料理を購入して食べるだけではなく、食文化や料理の背景を知る機会を設計。また、できる

だけイベント内で次のイベントの告知をし、継続的な交流の場を提供している。特にMini The World Kitchen

は、年に2回のThe World Kitchenでの出会いや交流を継続的でより密なものにしたいという意図がありスタ

ートした。3 つ目は、外国人をはじめとした岡山に暮らす多様な人々が主役になるような機会を創り出してい



ることである。誰もがそれぞれの強みや価値を持っているからこそ、それらを生かして誰もがプレイヤーや主

役になれるよう、The World Kitchen内でパフォーマンスステージを企画して、地域の多国籍バンドやパフォ

ーマンス団体に出演して頂いたり、Mini The World Kitchenで岡山に住む外国人をゲストとしてお呼びし、彼

らにレクチャーして頂いたりしている。取組の特徴としては、約26ヵ国から集まった異なるバックグラウンド

を持った学生が英語を共通言語にして共に学び合う岡山大学グローバルディスカバリープログラム(GDP)の有

志の学生がイベントを企画・運営を行っていることである。自分たちがダイバーシティな環境で学んでいるか

らこそ、その GDP の環境を地域にも広げたいという思いで活動をスタートさせた。GDP の中での実体験をもと

にイベントの企画を行うことで、より効果的なコンテンツを設計することができる。例えば、前述の質問ビン

ゴは GDP のウェルカムパーティーで行っていたものをアレンジして作成したものである。また、GDP のネット

ワークを生かして、イベント当日は留学生がワークショップのスタッフとしてボランティア参加をしており、

イベント全体の多様性に繋がっている。 

 

◎取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬを書いてください。 

HP：https://theworldkitchen202.wixsite.com/my-site-2 

インスタグラム：https://www.instagram.com/the_world_kitchen_official/?hl=ja 

取組の実施期間 

 

今後の活動展開

など 

 

始期：2022 年 7 月～ 

☑ 継続予定 

□ 令和  年  月終了 

□ 令和  年  月頃終了予定 

該当するものに☑し必要事項を記入してください。 

◎今後の成果の普及や活動展開などについて書いてください。 

現在の活動は継続しつつも、よりターゲットや現状に合わせた活動にするために、企業と協働し、

企業の外国人の雇用状況や実情、外国人社員の出身国などに合わせた社内の日本人と外国人のコミ

ュニケーションを促進するようなイベントを研修として行ったり、イベント毎に対象地域を絞り、

各地区の公民館と協働してその地区の外国人の現状や課題に沿ったイベントを行ったりしたいと

考えている。企業や地区など、対象コミュニティを絞り、その単位を小さくすることで、その中で

の継続した交流が生まれやすくなると考える。 

 

協働による 

効 果 

◎協働したことにより達成できたことや得られた効果を書いてください。 

The World Kitchen のテーマである「食」以外の分野の団体と協働することで、多方面からの多文

化交流の機会を創出することができた。また、お互いの対象地域や対象者を共有することで、より

多くの地域・市民にアプローチすることができた。 

協働団体と 

その役割 

 

※協働団体が他分

野にわたっている

ことや、各団体の

関わりの深さも評

価の対象となりま

す。 

団 体 名 岡山大学 DS 部 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 The World Kitchen の来場者計測器の提供と設置 

団 体 名 株式会社池田動物園 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 ☑企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 場所(池田動物園)の提供、イベントの共同企画・運営 

団 体 名 公益財団法人 橋本財団 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ☑その他（公益財

団法人） 



※足りない場合は

欄を追加してくだ

さい。 

 

役 割 イベントの共同企画・運営、資金提供 

団 体 名 一般社団法人ファジアーノ岡山スポーツクラブ 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ☑その他（一般社

団法人） 

役 割 イベントの共同企画・運営、備品の提供 

団 体 名 NPO 法人ユーラシア 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 Mini The World Kitchen の講師 

団 体 名 NPO 法人 tam AIR 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 イベントの共同企画・運営 

団 体 名 岡山市立公民館 高島公民館 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 ☑行政 □その他（  ） 

役 割 場所の提供、イベントの共同企画・運営 

団 体 名 岡山大学グローバルディスカバリープログラム Student Assistant 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 The World Kitchen パフォーマンスステージ内でのグローバルディスカバリープログラ

ムの紹介 

団 体 名 カタマラン株式会社 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 ☑企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 The World Kitchen と企業との橋渡し、イベント開催にあたっての助言 

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

 


